設　立　趣　旨　書

１　趣　旨

私たちが生活する豊田市域（とよた）は、平野部から山間部まで高低差に富む地形と矢作川やその水系に育まれ、豊かな自然環境・歴史・多様な文化など、ヒト・モノ・コト・その他の地域資源に恵まれています。普段は日常の中に見過ごされ、埋もれがちになっていますが、地域資源である「それ」が、他でもない「ここ」にあるということには、必ず意味＝物語があります。その物語を紡ぎ出したり、つなげたり、組み合わせたりすると、とよたは、住む人にとっても訪れる人にとっても、より魅力的な地域になります。

そこで、地域資源を活かした面白い活動を展開し、とよたらしい魅力が光る地域づくりのために、地域人文化学研究所を設立します。この地域人文化学研究所という名称は、地域・地域人・人文・文化・化学・研究・場所という言葉をつなげています。この名称が表す私たちの活動は、地域に立ち、人やその土地の生活に根差した文化・資源など、地域の特性や特長を活かしたまちづくりを推進すること、それらのモノや地域内外の様々な主体をつなぐ交流の場となること、そして新たな価値を生み出す化学反応を促す触媒の役割となることです。
地域づくりの要は人です。地域人文化学研究所は、とよたの地域づくりを面白くしたい人、とよたに関心を持つ人、何かをはじめたいと思う人など、たくさんの人が集う場でありたいと考えています。知識や経験は不要です。私たちの活動に賛同・協力または支援していただける方の参加をお待ちしています。
２　設立に至るまでの経過

　　平成　7～13年　　豊田市内における埋蔵文化財の発掘調査および史跡整備等
平成13年～　　　近代の化学技術者・宇都宮三郎翁調査研究及び顕彰活動開始
豊田市内における近代化遺産（産業遺産）調査開始

平成16～19年　　豊田市近代の産業とくらし発見館の設立・企画運営担当
平成19年　　　　足助の町並みを活かしたまちづくり活動開始、重伝建制度導入提案
平成21年　　　　足助地区における観光まちづくり活動、とよた五平餅学会旗揚げ
平成24年　　　　地域人文化学研究所設立宣言（６月６日）

足助町本町において寿ヾ家再生プロジェクト立ち上げ
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